2005年10月28 日
岐阜県知事　古田　肇様

埋めてはいけない！核のゴミ・実行委員会・みずなみ

　　　　　　　　　　　　　　　　 代表　市川千年

放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜

　　　　　　　　　　　　　　　　 代表　兼松秀代

超深地層研究所のウランを含む残土に関わる再要望書

　2005年10月5日付「超深地層研究所のウランを含む残土に関わる要望書」に対して測定日、測定地点、測定回数、測定値等を公開するよう原子力機構に働きかけ、公開が実現したことに感謝します。

一方、2005年10月20日に行われた、瑞浪市主催の公開測定会は残念ながら別紙報告のとおり、ウランを含んだ残土の実態把握のための第三者による公開測定とは認められません。

また、10月20日の公開測定のあり方は、知事の意向にかなったものとは思えません。

私たちは改めて以下のことを要望します。

　なお、勝手ながら11月18日までに、文書による回答をお願いします。

要 望 事 項

１．ウランを含んだ残土の実態把握のために、複数の第三者による測定の実施を求めます。

その際、市民団体が推薦する研究者に参加を要請してください。
2． 残土の管理のあり方は、第三者測定による実態把握後、安全確認委員会以外の組織を設置し、岐阜県が中心となり改めて協議してください。

安全確認委員会は放射性廃棄物が持ち込まれたり使われたりしていないことを確認するため委員会であり、立坑掘削による残土の対応は象外の事項です。よって四者協定第6項に基づく検討がなされるべきです。
３．空間放射線量率の管理目標値を0.05ｍSV/年とするよう働きかけてください。　

原子力機構は、空間放射線量率の管理目標値を１ｍSV/年（自然放射線を除く）としています。
一方、原子力施設周辺の線量目標値は50μSv/年（0.05mSv/年）です。

放射性物質を扱わない超深地層研究所の管理目標値が、原子力発電所の目標値に比べ20倍も高く設定されることは異様です。
原子力発電所の施設周辺における公衆の受ける線量目標値を、原子力安全委員会が「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に関する指針」（1975年5月13日）で50μSv/年と決定しています。線量目標値は法規制値ではありませんが、「達成されない状態であれば改善の余地があるものと見なして放出方法や設備の改善が要請されます」（「線量目標値」についての解説　原子炉安全基準専門部会）【別添】とあります。空間放射線量率管理目標値を0.05mSv/年とするよう強く働きかけてください。
４．地下施設の掘削を直ちに停止するよう強く働きかけて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　

ウランを含む有害物質を掘り出してしまう地下施設建設を直ちに止めるよう求めてください。

地下を掘ることにより既にウランをはじめフッ素、ホウ素など有害物質が検出されています。今後さらに有害物質が掘り出される可能があります。

また、坑内排水の処理問題以外に、周辺地下水への影響も懸念されます。残土処分場での侵出水にも有害物質が溶出する可能性があります。
以上により、地下施設の掘削を直ちに停止するよう強く求めて下さい。
以上
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